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☆円錐形穀構造の設計☆

広島児童図書館

雫

　　　　　　　　　断　　面　　図

　殻構造とは鉄筋コソクリートの曲面を用いた構造で，

欧米でもつばら大スパソ構造等に用いられているが，わ

が国でも戦後一二試作的に建てられはじめている。

　写真は5部の坪井研究室で構造設計を行った円錐形殻

構造で，広島の児里図書館の本館である。図のように直

経20m．厚さ12c皿の朝顔の花のような形で，　tA構造と

しては特異な形態である。図のように最下部の円形基礎

の上に，厚さ40cmの円糖があり，その上に変断面の

ドf・・、ナツ形部分，更に錐体が続いている。円導部分は煙

突計算式の計算を行い，ドーナツ部分は膜応力理論によ

つて計算を行つた。自重，雪荷重および地震荷重にょっ

て解析を行つたが，自重による放射方向の応力Nの切線

方向の応力Nθの徴分方程式は
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となり解は錐体部分については

　　　　　　　　　　pl　　　∫N・・　＝　’　－2T．，正。。。。。。（1－u2）
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　術解析結果を実験的に確めるために，lfseの模型試験

を行い，更に実物にっいても戴荷試験等を行つたが，こ

れらの詳細については近く本誌上で発表する予定であ

る。坪井研究室ではその後直経50cmの円形殻を設計し

現在模形試験の実施と実物の施工中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1953．4．28）
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☆研究所長一行見学のため来漸さモ…索

　　　　一第ユ0回所長会議行享日程の一駒一

　5月22日の午後，各地の研究所長とその随員の一fi16

名が当研究所を見学された．これに5月21，22両日にわ

たつて上野の日本学術会議講堂で開罹さ九た第ユ0回丈部

省所轄並びに国立大学附置研究所長会議の日程の一環と

して計画された見学の催しで，5旺に分乳て実施され当

研究所に見えたのは，モのE班てある。

　一徐よ科学槽物館での学術映画観覧を＄1　i），昼食をす

ませ．いす“自動車のメス・こ乗つていただく。このパA

はン当研究所の石原助教擾の溜究になる洗鉢変速陵が取

付けられてあるもので．いすL一自勤車の研究部長O⊆率内

で説明する。兼重所長に，このあと09イy：を引咳つ

て，研究所の概況説明に，折々窓外に展開する風物の

紹介を折りまぜつつ案内する。1時間余り圭行で研究

所へ着くと，休む間もなく，会議室て金森・星野両教授

から，それぞれ溶鉱炉特殊吹精之軽量不撚書距の説明が

あり．以後各研究部めぐりに移る、予定したコ5コ所のi研

究事項を見てまわるだけでもZ時間半：を要し午後5時羊

頃最後の東9号舘を出ると1DO米ほビで研究所の車南端

に当る松林に着く。ここは普段は研究所り中で馬忘九ら

れた場所である。松に囲まれた草原の自然の中に，イス

とテFブルをすすめて，ビールに疲九をいやしていt：だ

く。のんぎ亭の主人自饅のすしとおでんり屋台を金森，

坪井両教授が占換して，大盤辰舞という愛嬌乏来会者一

同．暮色近づくころまでをたのし（打興じた。

　なお，見学者は下記のとおりである．

　国立緯度観測所炎池田徹郎氏，北大結核研究所長高需

義夫氏，東北大高速力学研究所長沼知橘三郎氏，東北大

非水溶液化学研究所稲壇好雄氏，東大甘会科学研聖所長

山之内一郎氏，京大化学研究所長内野仙治氏，同研究所

川合彌五郎氏，京大食糧科学研究所長近藤金助氏、X大

人文科学研究所生駒正教氏．京大防災研究所長速水頚一

郎氏，同研究所山田保夫氏．阪大産業科学研究断長岡部

金治郎氏．同研究所小田清武氏、熊本大体質医学研究所

長竹屋男綱氏，文部省大学学術局立私尊務官，及び大谷

内事務官，他にいすS’自動車伊藤研究部長が加つた。
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岡困同画
一講　演一

◇教授　久保田広他「リップマy天然色写真について」

応用物理日本物理学会連合講演会東大工学部において
（1953．　4．3）

◇教授　久保田広　他「多層膜としてのり～・プマソ天然

色写真　同上（同上）

◇助教授　山田嘉昭，日本特殊鋼管　井上勝郎「継目無

し鋼管圧延法に関する研究，スタソゲソの強度につい

て」鉄鋼協会講演会（1953．4．8）

◇助教授植村恒義，特研生菅谷勝彦「写真機用シャ

ッle　e一の性能に関する研究第3報」精機学会講演会
（1953．4．20）

◇助教授　松永正久「ラッピソグに関する研究　第3報」

精機学会講演会（1953・4・21）

　ラッピソグ条件とラップ量について講演

◇助教授　松永正久「電解研磨による金属の変質につい

て第1報　銅および銅合金について，第2報鋼につい
て」同上（同上）

◇助教授「山田嘉昭「銅板の試験について」自動車技術

会講演会（1953．4．26）

◇助教授　亘理　厚，「三枚ばね実用成績について」同上

（同上）

◇大学院学生　中田一郎，助教授小川岩雄「振動容量

電位計型放射線検出器の試作」目本物理学会原子核分科

会講演会，大阪において（1953．5．1）

　予備的試作装置につき電流感度10－14anpが得られ，

設計，使用上の要点が判明したことを報告した。

◇教授　藤高周平，助手　麻生忠雄「モヂル送電線にお

けるパルス伝播特性」電気三学会連合大会　仙台市にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　　　者

◇友田宜孝　教授　工博専攻糖化学及発酵
◇高橋安人　教授　工博専攻機械力学，自動制御
◇目片康男　助手　　　専攻同上
◇高木　昇　教授　工博専攻通信機器，電気計測
◇尾上守夫　特研生　　専攻同上
◇藤高周平教授工博専攻電力工学，高電圧工学
◇藤田良雄雇　　　専攻同上
◇久保慶三郎　助教授

　　　編集委員
線集委員長　　福　田　武　雄

編集委員　玉木章夫
　　　　　富　永　五　郎

　　　　　千々岩健見

専攻土木構造学，材料強弱学

　編集委員　　田　　宮　　真

　　　　　　植村恒薮
　　　　　※安　達　芳　夫
　　　　　　斎藤　成文
　　　　　　仁木・栄次

いて（1953．5．2）

◇教授玉木章夫，助手永井達成「翼型を過ぎる音遠

に近い気流の研究」日本物理学会応用数学および力学分

科会（1953．5．4）

◇教授　玉木章夫，特研生　大島耕一「衝撃波管による

翼型N　A　C　AOO12を過ぎる音速に近い気流の実験」同　　，

上（同上）

◇助教授　鳥飼安生，特研生　根岸勝雄「重畳超音波の

フレネル回折映像」音響学会講演会（195a5．14）

◇助教授頁理厚「ポットの動力とその溝少法」日本
繊維機械学会第6回年次大会（1953．5．14～15）

◇雇立石泰三「スピソドル摩粍についての簡易試験法」

同上（同上）

◇助手荒井宏　「コpyワイyダの研究　第3報」同

上（同上）　　　一

◇助教授　安藤良夫「生研式切換測定装置」抵抗線歪計

講習会主催造船協会および非破壊検査法研究会，策大

工学部船舶教室において（1953．5．18～19）

一寄　稿一一

◇研究員　古川　浩，工学部教授　西村源六郎「防振材

第2報」精密機械，18，11～12（1952）

◇助教授　亘理　厚「ばねに関する＝二三の問題」日本機

械学会誌56，410（1953）

◇助教授　亘理　厚「機械工学における非線型振動の諸

問題」機械の研究5・3（1953）

一座談会一

◇助教授野崎　弘「現チタニウム製錬の創始者クロー

ルを囲む座談会」京都みやこホテルにおいセ（1953・5・　9）

一授賞一
◇助教授　亘理　厚

　　繊維機械学会賞（1953．5．15）

◇助教授　久保慶三郎

土木学会奨励賞

（1953．5．23）
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　紹　　　　介

◇川崎寛司　助手
◇小川岩雄　助教授

専攻材料強弱学
専攻振動容量電位計（気体

吸着膜の表面電位，半導体の接触電位差等）

◇丹羽　登助教授
◇佐下橋市太郎　雇

◇石原智男　助教授

◇佐治泰治助手

郎寛郎一一

一三隆昌

　本慶上保。野江山久浜星

員委集編

専攻通信機器，超音波工学

専攻同上
専攻流体力学，流体機械学

専攻構造計画に関する研究

朗明二晴

潤村野鋤下轟妻鰯難霧編編
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